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研究の目的と方法
1.研究の動機
現代社会は.社会関係の機能分化・精進分化の飛躍的
拡大により.例人の社会への帰属感 ・連帯感 ・親密感を
袈失させているといわれている.そうした社会的人間関
係の希薄化は.教育の場においても進行しておリ，大人
と子ども.そして子ども同j:の税密てa生き生きとしたふ
れあいが.次第に失われている。
このことは，大人が子どLにきかせるお話においても
顕著でレある。今日では自分の子どもにお話をしてやるこ
とのできる籾Ij，予想以上に少ないようである。たいて
いは， *.且製乱泣きれたテレビ・アニメ ーションにその仕
事をまかせている。お話のテープやレコードもよく売れ
ているという。
お話というものは，語るものと聞くものとの親密な人
間関係において諮られるときに初めて，そこに込められ
たもののすべてを十分に伝えることができる。筋だけで
お話が成立するのではない。お必というものは.むしろ
諾リ予と聞き手の生き生きした交流において完成される
といえるであろう。テレビをみたりレコードをきいたリ
しているときには，たいていの場合， この条件が十分に
みたされることはないだろう。
さらに，テレビやレコードなどの機械じかけの声によ
って一方的に提示されるお話の場合，聞き手の子どもは，
そのお話の展開に積極的に参加することができない。母
織から{本をふれあって聞くお』活の場合にl久子どもは，質
問をしたリ.あいづちをうったり， <リかえして訴すこと
をねどったりする。笑ったリ，息を殺して探り手をみつ
めたり，体をすリょせたりする。とき には.ストーリー
の一部の修正・省略 ・強調を求めることさえある。 E吾1)
手(j，こうした反応をみたり，要求に応じたりしながら
お話をすすめていく 。こういう意味で.お話というもの
は，本来，話。)子ーと聞き手の共同の創造作業ーであると巧・
えてよいで与あろう。
お話をテレビや専門家の手から取 1)戻さねばならない.
生き生き とした人間関係の中で.大人と子どもの共同作
業として語られるお話を復活させねばならぬ。これが，
われわれの共同研究の動機である。そして‘この研究め
出発点となったの点イギリスの教育家ニイル(A.S.Neill， 
1883-1973)のま話である。
ニイ lレは10数冊の教育論の他に， 4冊の文学作品を公
けにしているが.われわれの研究活動のきっかけとなっ
たのは，次の 2つである。
A Do，ninie's Fweー ←ーorFree School，1923 
TheLαsl Man .4lωe-a Story for the Chιldren 
from Ihe Age ο'f Se吋 π 10Seventy， 1938 
これらはいずれも，ニイルが自分の学校の子どもに跨
りきかせたお話の記録であるが.次の2点でユニークな
ものとなっている。
①聞き手の子どもたちが. そのお・括の主人公として笑
名で登場する。(このタイプのお話として最もよく知
られているのは「ふしき'の国のアリスJであろう.)
②諮り手のニイルが， 聞き手の子どもたちの反応をみ
たり，要求や提案を取り入れたりしながら，柔軟に
スト ーリーを展開させている。
ニイ Jレは，これらのお話によって，子どもたちを興奮
させ，さまざまな無意織的拘束から解放し，自我の欲求
をみたし.そして創造の喜びを味わわせている。こうし
たお話は，上にのべたような今日のお話の貧困化を克服
???
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するためのひとつの手掛りを与えてくれるのではないか
と思われる。(ニイルの童話の詳細およびそのねらいにつ
いては.本紀要第25巻および第26巻所収の堀の論文を参
照していただきたい。)
2.研究の目的
すでにのべたように，この種のお話の特徴は，聞き手
の子どもがその登場人物になると同時に，スト ーリーの
創造に積極的に参加することにある。と ころが，この 2
つの側面，すなわち「お話への登場J(以下「登場jという)
と「お話づくりへの参加J(以下「参加Jという)の両方の側
面を同時に， しかも十分に表現することばが見あたらな
い。たしかに.i聞き手の登場するお話Jという呼び方に
は.子どもたち自身のお話づくりという意味が必ずしも
含まれているとはいえない。しかし「聞き手の参加するお
話Jとすると.i萱場」という側面がほとんど表現されない。
しかも「聞き手」という受動的な意味のことばと.i参加」と
いう能動的なニュアンスの濃いことばとは，必ずしも調
和しないようにも思われる。また，大人が中心になって
すすめるふつうのお話であっても，子どもは，お話をせ
がむ.あいづちをうつ，笑うといった形で，消極的にでは
あるにせよ，何らかの参加をしているといえるであろう。
さらに，実践をつみ重ねてみると，子どもが積極的に参
加しない「聞き手の登場するお話jというものは大へん少
ないということ.たとえあ った としても余り成功しない
ということが明らかになった。
以上の理由で，われわれは，この極のお話をとりあえ
ず「聞き手の登場するお話jと呼ぶことにしたい。
きて，この研究のねらいは，幼児を対象とする実践を
とおして，われわれの仮説，すなわち，このタイプのお
話は，大人と子どもが暖いふれあいを感じながら共同で
つくる「手づくりのお話jとなりうる， という仮説を検証
することにある。そのために まず.上にのべたこのお話
の2つの側面，つまり「登場Jの仕方と「参加jの仕方の類
型を，実践記録をもとに整理して分類しそれら 2つの側
面の相互関係について，また，それらと子ども，および広
義の環境的諸条件とのかかわりについて考察したい。そ
の上で，この種のお話の意義(可能性)について検討したい。
3 研究の方法
この共同研究は. 1976年7月に，児童文学，教育学，
心理学の研究者あわせて 4名，幼稚園教員 2名，そして
幼児教育学を専攻する大学院生，学部学生5名によって，
理数教育研究所幼児教育研究会第 l分科会の活動として
始められ，以後毎月 l固，各自の実践例をもちょって批
判検討を加えるという形がとられた。
童
?
実践の対象は，研究会会員自身の子ども，甥や姪，大
阪市立大学の幼児教室へくる幼児会貝の近隣の子ども，
幼稚園児などであり，話し手と聞き手の人間関係も，質
的にも量的にもできるだけ多様になるように留意した。
実践の場面(時間と場所)もバラエティーに富んでいる。
つくったお話はできるだけテープに録音し，さらに逐
一文字化してコピーをとって予め各会員に配布しておき，
研究会当日は，テープをききながら記録を読んで討論を
すすめた。記録にとれなかった笑践についても報告を行
ない，合わせて文献研究も行なった。
なお，具体的な実践例等は，本稿に先立ってまとめら
れた理数教育研究所発行の「幼研資料 ・『きき手の登場す
るお話』の研究」に報告されている。
「聞き手の登場するお話」 の タイプと
子どもの主導性
まず最初に「聞き手の登場するお話」として効果的にす
すめることができるスト ーリーのタイプをいくつか紹介
し，つづいてお話をすすめる際に，具体的に話し手と子
どもがどのようにかかわってし、くのか，について分類を
試みる。またお話の型ゃ子どもの参加のしかたと諸条件
との関連もみていきたい。
1.ス トー リー の類型
(1) 既成の「お話Jを利用するもの
a. iおおきなカブ」型
少しずつみんなの力が加わっていき，最後に自分が登
場して.みんなでもう一度カをあわせることによって， も
のごとの決着がつくというお話である。ロンア民話がも
とになっているが，聞き手をはじめ次々に身近な人物を
登場させながら，カをあわせて目的を達成するお話は，
最も成功しやすい型である。お話をはじめてまもない時
期の子ども，年令の低い子ども，あるいは集団を聞き手
にする場合，特に効果的である。
b. iどんぐりころころ」型
よく知られた童話の歌詞に登場する人物を，聞き手に
かえてお話をすすめる。
c . rたこをあげるひとまねこざる」型
たこ，風船，気球などにのって，登場人物が空を飛ぶ
お話である。集団でも 1対 1の場合でも成功しやすい。
d. rウルトラマンj型
強くて正しいスーパーヒーローが主人公として活躍し，
悪者たちをやっつけ. \ì~ぃ人を助けたり，大人たちを救
ったりする。子どもも容易に話し手となってお話をすす
める。
(2) 
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e. iくまさんのおでかけ(一本道をテクテク )J型
一本道をテクテクテク，というような， リズミカルな
ことばをお話のはじめに使用し，何度もくりかえして用
いながらお話をすすめる。リズミカルなt疑者のくりかえ
しは子どもを喜ばせ， 自然に聞き手の方も話し手に向調
して，これらのことばを発するようになる。道を歩いて
いたら次々といろいろな人物 ・事件に遭遇する， という
単純なくりかえしのお話が中心であるが，後述する創作
ぱなしの初歩として 2歳代の子どもから楽しめる。
f . i金のがちょうJ司1
グリム叢話に出てくる不思議な金めがちょうのように.
次々に出あう登場人物がくっついて長〈速なり，はなれ
なくなっていくというストーリ ーをもとにしたものであ
る。交場人物を多くすることができるので，集団を相手に
お話をすすめるときに過する。
g. í ちいさいモモちゃんJ~W
松谷みよ子の「モモちゃん」シリーズなどを利用して，
聞き手を登場させ. 日常的な世界のできごとからお話を
はじめて，空想の世界へと発展させる。話し手が容易に
ストーリーを改作して.聞き手に合った創作ぱなしにで
きる。
(2) 生活経験を応用するもの
a. iお風呂に入って寝る」お話など.毎日くりかえし
ているような生活経験をなぞっていくもの。
b. i動物園へ行く Hいなかのおばあちゃんの家へ行
< Jお話など，特に印象に残っている生活経験をもとにし
たもの。心はずむ経験が成功しやすいが.その他，迷い
子になった経験，病気の経験など，こわい思いをした経
験もこの中に含まれる。
c . i赤ちゃんのころ」のお話など，聞き手や身近な人
人の個人史にまつわるお話。
子ども自身の，あるいは殺や大人の赤ちゃん時代の話
は.一般に興味をもって迎えられる。自分の赤ちゃんの
ころのお話にひたって，ひととき弟妹たちと同様の退行
した行動を栄しむこともあるし.自分はもう赤ちゃんで
はないんだ. という自~に満足を覚えたりもする。また，
大人たちが.かつては自分たちと同様か，あるいはも っ
と幼〈無力でだらしない存在であったことを知札親近
感を抱く。
(3) 創作ぱなし
特に子どもたちが話し手とな ってお話をすすめる士裁合，
まったくの創作というものは少なし今まで聞いたお話
のバリエーションであることが多い。 (1)の類型，つまり既
成の「お話Jを利用したかたちではじま って.(2)の類型の
ように，生活経験をまじえたりしながらお話がすすみ，
(:1 ) 
ついには創作ぱなしに発展するというお話もある。
以上，典型的な 3つの型を紹介したが，いっぽう，こ
のような型のお話での，聞き手の登場のしかたとしては，
次のように分類して考えることができる。
0主人公として登場させる方法
。脇役として受場させる方法
0聞き手も話し手も全貝を登場させる方法
o聞き手の中の何人かを登場させる方法
これらは 1対1の場合であるか，あるいは集団の場合
であるか.そ して集団内の人間関係や子どもの個性がど
のようであるかを考慮して，お話のたびごとに選択され
ることになる。
2 .参加のしかたの類型
(1) i大人主導j型
a.話し手(大人)がほとんど主導性を発海し，聞き手
の子どもはお話の中に登場するか，受動的にきいている
もの。
b かたちは aと同じであるが.ときおり.iきて00
ちゃんどうする?Jといった質問をまじえながら，ストー
リーーの展開に子どもの参加をうながすもの。
(2) i相互主導J型
a.子どもの方から積極的にストーリーの展開に注文
をつけながらお話をすすめるもの。
b. あるところまで話し手の大人が中心になって語り，
途中で子どもが話し手にかわって主導権をにぎるもの。
(3) i子ども主導」型
子どもが話し手となってお話をすすめるもの。
以上3つに分類できる。導入でl;t何らかのかたちで大
人がきっかけを与える必要があるが，どんなお話の場合
でも，ひとつのお話を何度もしているうちに，次第に大
人から子どもへ主導権が移るものである。
3.お括のすすめ方と諸条件
(1)年令 ・性別に関して
従来の絵本研究では. 2 -3歳が「くり かえしJ期 3
-4歳が「昔話J期. 5 -6歳が「創作絵本」期と分けてい
るが，われわれの研究の結果もほぼ同様の傾向を示した。
次の事例研究にも指摘されているように. 2歳代の子ど
もの場合は「生活経験jを応用 したお話が成功しやすし
「一本道をテ7テ7テJjのようなくりかえしの表現でお
話をすすめる型のものが喜ばれた。 3-4歳代では生活
経験をなぞるだけでは満足せず，既成のお話を利用する
場合のように，フ ィクションを歓迎するよう になる。し
かしながらこの時期は個人差が大きし聞き手や身近な
人々を登場させたフィ クションを.iお話」として低抗な
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〈受け入れる子どもと，現実とフィクションの世界を混
同してしまい，rお話」として楽しむことのできない子ど
もに分かれるようである。 5-6歳代ではフィクンョン
を十分楽しむことができ，おおむね創作にも意欲を示す
ようになる。'p1年令の子どものグループにおいて，5歳
児はストーリーを展開させることに秘極的に参加し 3
歳児tまこと11や場面のくりかえしの部分に熱中するとい
うことにもみられるように，同じくお話を楽しんでいて
も興味の中心が異なる場合もある。また，お話づくりで
は特に男女の逃いは認められず， 一般に他人道の方が大
きいといえる。
(2)グルーピングに関して
1対 1の場合は， どのタイプのお話でも子どもが満足
するかたちで進めていくことが可能であるが，聞き手の
人数がふえると，rおおきなカブJrたこをあげるひとまね
こぎる」などの型のように，登場人物が多 くても進めやす
いお話を選ぶ必要が生じてくるし，生活経験をもとにす
る場合は，みんなが共有している経験をテーマにした方
がよい。また「大人主導Jでないと話がまとまリをもちに
くいし，特に聞き手が呉年令のグループの場合など.興味
のちがいにうまく対応してお訴をすすめるためには r大人
主導J型が中心になる。グルーピン7では数の問題だけで
なく，話し手が親か，教師か.その他の大人かといった話
し手と聞き予の人間関係がili裂な芯一味をもっ。大きな集
団や教師の前では.子どもはどち らかといえば烈にはま
った発想をもつことが多し新鮮な発想が生まれにくい
傾向がある。また，受容自~J で~I，権威主ま量的な態度の大人
を前にしてはじめて，子どもの主導性は生き生きと発揮
される。
(3)その他
a. くりかえしが多い既成のお話や.生活経験をてい
ねいになぞったり するお話，また会話形式でお訴をすす
めたり動作をとりいれたりして， rごっこ遊び」的な要素
が強くなる低年令児相手の場合など，時には30分以上も
お話が続くことがあ る。子どもが熱中し，主導織をと っ
てお話ーをすすめている場合は長くなってもさしっかえな
い。われわれの経験では長いもので35分，短いもので1
分，平均すると10分前後であった。
b. この位のお話では「終り方」に注意を払う必要があ
る。そうしないと現実とお話との区別がつかなくなって
混乱を生じる恐れがある。われわれは「むかしむかし，あ
るところにー一Jではじめ， rこういうお話，おしまいJ
というかたちで終了するといった形式をとった。すでに
3歳児で十分このような「ぉ局Jの枠組は理解できるよう
である。
重
(4 ) 
学
C.大人はお話に結末(おち)をつけたがるが， f-ども
には子どもの納得のしかたがあり，両者の聞にどう終る
かについてずれが生じがちである。大人には中途半端な.
矛循したお話であ ったと しても，チどもがそれで満足し
ている場合は，許容的に受けとめる心がまえが必要であ
る。ありのままの子どもを受けとめ.話し手として主持
織をとる子どもとできる限り共感しようと努力する態度
が.お話をすすめる上での基本的な態度といえる。
事 例研究
以上われわれの笑践をもとに「聞き手の登場するお話」
の類間等を盤理し.こうしたお話の意義について考察を
すすめてきたのであるれ具体的な活動や幼児に即して，
これまでに十分に説明できなかったことを少し補足して
おきたい。
1.1対 1(親と子)での「聞き手の登織するお話J
ニの共同研究への参加者には合わせて 9人の子どもが
あったが，ここでは，そのうち比較的長期間，そして継続
的にこの種のおロ孟に接したA子と H男の場合をとリあげ
て控理したのが表一 lである。この表と他の数人の例か
ら判断すると，この的のお話と子どもの発達との閑速に
ついて，少なくとも次のことは石富かではないかと思われる。
(l)i聞き手の登場するお話」は，いわゆる昔話に先行し
て，生活経験の図~~という形で 2 歳代のはじめから喜ば
れる。最初l;t全体の流れよりも，部分のおもしろさ(擬音
やリズミカJレなことばのくりかえしなど)を楽しむ。 3歳代
になると，生活経験の忠実な回怨、だけでは満足せず，そ
の経験を修正したりフィクション化したりするお話を求
め，また自分でむ作れるようになる。
(2)いわゆる昔話にも興味を示すようになると， 2つの
タイプのお話が共存する。 (A子の場合，昔話は「してち
ょうだい」とたのみ， r"，，，と A子ちゃんのお話Jは「しよ
う」と誘いかける。)同時に.この径のお請にもストーリー
のおむしろさが求められるようになる。
(3)閉じお話を何度もくりかえして聞くことを楽しむ時期
がすぎ，次々と新しいお話を求めるようになると， r聞き
手の登場するお話」への興味がうすれる。必話づくりには
.U:欲を示すが，そのお話の中に自分が萱場することを求
めない。むしろ拒否することも多い。つまり「登場jより
も「参加Jの側面が好まれるように，思われる。
(4)上の時期には，できた必話を絵本にするなどの E犬
をすると，子どもたちは，お話づくりに意欲的にとりく
むことが多い。
以上のことは，あ くまでも仮 g誕であり.今後さらに多
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表ー 1 A子と H男の党法と「聞き手の登場するお話」
云ぐ: A 子 E 男
2 : 0 0 
( 2歳0か月)
2 : 06 
3 : 0 0 
3 : 0 6 
4 : 0 0 
4 : 0 6 
5 : 0 0 
5 : 0 6 
(お話をきく経験まったくなし)
初めて乙の種のお話で、起承転結のある
ものをきくが矩絶する。
日常生活経験の回想をお話としてたのし
む。
/0ストーリーそのものより、凝音や¥
l 乙とばのくりかえしを喜ぶ
¥ 0単なる回想から、少しずつ実際のJ
¥ 経験をフィクション化する / 
乙の種のお話をいやがり、むしろ、絵本
や昔話を好む。
???
???
?、?? ?
。?????????? ?? ??
?
?ィ
????
??
?
???
?
興味を示さなくなる
(次々と新しい昔話をもとめる。)
現在、自分で短いお話をつくって母親iと
きかせたり、絵にかいて説明したりしは
じめる。
はじめてお話(rももたろう J)に興味を
示す。
乙の種のお話をよろ乙んできく 、
(一が埼倒登醐卸場射す…ろω
oストーリーのあるこの種のお話をきく
o生活経験をお話として話す / 
自分でストーリーをつくろうとする。c生活経験をフィクション化する乙う
ができるように伝る。 ノ
乙の極のお話と昔話の共存期iζ入る(… …しし話をつく引
o同じ昔話を毎日、伺べんもくりかえ
してきく。
乙の種のお話を絵にかいたり、絵本にした
りするようになる。
????
?
?
?
?
」
。?
?
。
?
? ??????????
?
??。
?、? ????
?
?
?
?
(5 ) 
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くの子どもを対象として確かめていかねばならない。と
くにA子の場合，途中で2度.この種のお話に興味を示
きなくなったが，それがこの穏のお話の本質とかかわ
りがあるのか，それとも遇然の原因(引っ越し，弟の誕
生，ストーリーのマンネリ化，恐い話が続いた等)による
のかは，今後の検討にまたなければならない。
2.集団での「聞き手の登場するお話」
l対 lの関係. とくに親子の場合とは巽なり，集団を
相手にこの種のお話をすすめようとすると，さまざまな
困難が伴なう。
(1)人間関係一一親と子の場合は，たいてい親密な人間
関係が成立している。しかし， 1人の教師が数十人の子
どもの相手をするときには，親と子の場合のような強い
情緒的一体感を期待することはできない。とく に，権威
主義的な態度を教師が見せると，この種のお話はたちま
ち行き詰まってしまう。(親と子の場合にもこのことはい
える。)
(2)機会一一親と予であれば，居間だけでなく，寝床，
食卓，あるいは風呂の中など，どこでもこの種のお話を
すすめることができる。しかし幼稚箇や保育所では，な
かなか「おりにふれて」というわけにはいかない。
(3)個人差一一「聞き手の登場するお話jは，前にものべ
たよ うに，子どもの発達段階，好み，生活経験，お話の
経験その他に考慮を払いながらすすめるときに成功する。
しかし集団の場合には，それは大へん難しい。
しかし，幼稚関や保育所で一斉保育の一環として，こ
の種のお話を とりあげるのは不可能かというと，必ずし
もそ うとはし、えない。むしろ工夫次第では，非常に大き
なもりあがりを見せるのである。主として堺市立O幼稚
園の実践をもとに，集団を対象とした場合のこの種のお
話の可能性，およびその際の留意点についてまとめてみ
ょう。
(1)ストー リーのタイプ一一一「ストーリ ーの類型jでのべ
たように.1大きなカプJなど，登場人物が多数で， くりか
えしの多いものが一番成功しやすい。また，凧や風船
に子どもたちが次々と空中へ引っぱられるという話は，
40人のクラスでもたびたび成功した。
(2)すすめ方一一 人数が多くなるにつれ，大人主導の方
がすすめやすい。教師l立子どもたちのアイディアに敏感
であると同時に，自分自身もおもしろいアイディアを準
備しておく必要がある。人数が多くなると，かえって新
鮮な発想が出にくいことがある。
(3) 3. 4歳児のそれほど大きくない集団の場合は，身
体動作(単純なくりかえしの多いもの)を取り入れると，
童
?
子どもたちはのってくる。
(4)共有された経験を利用する。遠足や運動会，あるい
は特別の事件(野良犬が部屋へ入ってきた等)など，みん
なの印象に強〈残っていることを，お話の中に取り入れ
ていく。
(5)必ずしも全員の興味をひこうとする必要はない。の
ってこない子があっても，全体のめいわくにならなけれ
ばそっとしておく。 100ちゃん，ちゃんと聞きなさいJ
という一言で，せっかくのお話が台なしになることがあ
る。この種のお話には，自由な雰囲気が何よ り大切なの
である。また，発言しない子や，登場するのを拒否する
子があっても，無理にひっばろう としない方がよい。こ
ういう子も，内心ではけっこうお話の中に自分を入れて
楽しんでいるからである。
(6)紙芝居づくり，絵本づくり，劇づくりなとeの活動へ
と発展させる。ただし，最初から合作にこだわらない方
がよい。
(7)引っ込み思案の子，問題をもっ子を主人公として活
躍させる。 O幼稚盟の経験では， IY子ちゃんの赤い風船J
というお話のヒロインになったY子は，発言こそしなか
ったが，自分の名前が出るたびに微笑み，それ以後，登
園拒否をおこさなくなり，次第に自信も回復していった。
3.1聞き手の登場するお話jになじめない子
なかには，どうしてもこの種のお話に参加できない子
がある。たとえば，このあとで紹介きれている小グルー
プに属するM子は，他の子がこの種のお話を楽しんでい
るときでも，それに加わるのを頑と して拒否し.1本当の
お話をしてけといいつづけ，既製の，それも筋の綾雑な
絵本を読んでもらうことを求める子であった。自分でお
話を作らせようとすると，たいてい，それまで読んでも
らった絵本を必死で、思い出して話すのであった。
M子は，高層アノマートの 9階に住んでいる。父親は祖
父と一緒に工場を経営している。母親は，料理，裁縫，
手議その他が得意な人で，子どものしつけと教育にも大
へん熱心である。近くの図舎館から次々と絵本を借り出
してきて， M子や妹のN子に読んでやる。M子は，そん
な母親のことを誇りにしている。彼女lム礼儀正しいこ
とで近所でも評判の子である。あとかたずけもきちんと
するし，意地悪なところも負けずぎらいなところもなL、
M子は喜んでやってくるのだが.1聞き手の登場するお
話jには.どうしても参加しようと しなかった。そこで試
みにIP-Fスタディ」で診断してみたところ，欲求不満状
態においても自罰傾向が強<，表面的な社会適応はでき
ているが，年令に比して超自我が強すぎるということが
(6) 
堀 ・岩堂・滝内 ・三宅 ・丸山・字埜:rlfき手の登場するお話の研究 -219-
わかった.彼女は，自分自身の内面的な興味や欲求等よ
りも親などから与えられた行動や価値の基準によって動
かされることの多い，いわば不自由な子どもだったので
ある.お話に関して(j.，非常に熱心な母親によっていわ
ゆる名作を与えられ続け，その結果M子は，絵本で読む
ものだけがお話であって，チどもが作るものなどは価値
の低いものにすさ「ない， という固定観念、にとらわれてい
たのである。こうして彼女は.与えられたものは上手に
受け入れるが.向分では創造することのできない子，あ
るいは創造することを恐れる子になっていたのである。
(彼女は， ~，必~，やアイディアを求められると，必ず「わか
らへんJと答える。)
このようなMチであったが，ひとつだけ〈リ返して聞
くニとを要求した「聞き手の登場するお話jがあった。妹
のNチが牛オニにとられた影を， M子が大活躍して取り
返す話である。それと前後して絵本ち作るようになり，
最近は次のような注目すべきニとばも幾っか見られるよ
うになってきた。
「ある小さいいえに.おかあさんと，女の子がすんで
いました。そのいえは，ぴんはふうでしたので，パンが
ありませんでした。ー …(中略)
女めで子は.このごろおかあさんのいうことをきかず，
花のことばかりをかんがえていますJ
このことばからは， 自分をいつもかまってくれるf量級
への同一視の公もちと，母親による拘束からの解放を願
う気もちとの白旗を読みとることができる。 Mチがこの
グループに参加したのは 6歳になる直前であリ.この鍾
の必J蓄を最も1t.，i;年令をすぎていた。むう少し♀くこの
極のお話やそれと結びつけた絵本づくワなどにふれてい
れば， M fはも ゥと早<，そして容易に，感情的な抑制
から解成され.自1.i立の立:ぴを味わうことができるように
なっていたのではないかと忠、われる。
4.他の活動との関連一一小グループの場合一一
(1) グループ紹介
大阪市内にある高層マンションに住む子ども 6人(兄
弟・姉妹・姉弟 ・5哉と 4歳 3人ずつ)で出発し，一年
後.男 l人(5歳)女2人(5 k量 4歳)を加え，小学生5
r"学骨骨Hij4 r，となる。
活動li， 2週間に l皮.火曜日 4-5時半ごろまでと
した.話し手は，従期大乍で児Z童文学を教えている中年
の「必ばちゃんJ。場所は兄弟の住んでいる 3階のマンン
ョンのー宅.紋初からすべての活動をテープにと った。
(7 ) 
(2) グループの活動の変遷
O試行鈴誤期(1 -4回)
orきき手の主主場するお話J期(5-13回)
時間が幼維凶ゃ学校から帰った直後で夕食の前であ っ
たため，遊びたいという気もちが強しお話に集中でき
ない。そこで部屋を暗くし，ろ うそくをつけてお認に砂
入する。それぞれの子どもの何年か前の議.病気をした
ときの話.話し手の子ども時代の話などが人気を集めた。
-)阜のこわい訴も試みた。
o主羽織が子どもに移行(第14回以降)
第14回は，夏休みのブランクのあと，久しぶりの会であ
ったが，それぞれの子どもが， rおばちゃんJに読んでも
らいたい絵本を用怠していたり.ゲームに誘ったりして，
こちらのプログラムより先持する。小学生2人が自作の
絵芝居絵本(rおつかいにいった女のチJ)をみんなに見せ
る。完結した一つのストーリーになっていて，けっこう
全Hをひきつけていた。この回を境にして，子ど Lたち
の方から，お話をする(それも，その場にいる子どもやお
ばちゃんを主人公にしたり登場させたりする必L入って
くる)ようになっていった。
0他の活動が中心になる(第17回以後)
お ~5のろうそくは自然消滅し，ことさら特別の空間をつ
くらなくとも. どこかでおii5カ汁まじまるようにな った。
特にドi分の体験一一ー迷い子になった活. どろぼうがマン
ンヨンに入った話など を.お話として諮り出すよう
になった。第17回ではじめて絵本づくりをやったが.会
只が高々として取り組むのにJ\~<。自分のつくった Lの
をみんなの前で説むことを恥しがリながらも，好むニとが
わかった。また，さまざまのアイディアが次の刺激にな
り， 1ベージずつに工夫がこらされるようになっていっ
た。持をきくと彩符され.それらしいむのをつくリ .絵
本に触発されてごっこ遊びがはじまり.人形劇をみると.
プログラムまで用17:して会をやるというふうに，小クルー
プ会nがお話を楽しんだニとをきっかけにして.次かり
次へと創造的な活動を生み出していった。
(3) 他の活動との関連
①こと(;rあそび
だじゃIt. J百呂あわせ. 同じ文字ではじまることばの~u.
列むど.は(:ti正凪どこかに入った。 ことばの「台」に鋭敏
也子もいれば，r意味jの方に鋭敏なチもいる。他ではそ
うではないのに，特にことば遊びになると生き生きと活
動し.主導依をもって千がl人(男)~、た。
〔例 1) r ，;:た{まぶたj
「JJたはた」ごた.l:J 
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「ぷたぷたぷ-J
「おふろ.ちゃJごちゃぷJ
「おふろ.ぶたのこちゃんちゃんJ
〔例2)ひとつ.ひのくん
ふたつ .i、を金魚にやろう
みつつ.みかづきうかんでる
ょっつ， ょっちゃんカeじてんしゃこいでる
いつつ，いぬがはしってる
むつつ.むしカfとんでいる
ななつ.なすびがとんでいる(笑)
ゃっつ.やまをこえてい った
ここのつ.ここはこわいです
とおて: とうとうおしりをだしちゃった
とうとうしんじゃった
とうもろこしをたぺちゃった
児
少しずつ変化させていったり.他の子の悪口を入れた
り.ひとりのチの発言が他の子を刺激してこと liで飛縦し
エスカレートする。いったり1小、たリしたニとのない奇
妙なことばができたリ.意外な組み合わせを誘うのでおも
しろくいつまでも続けたがり，必ずあとでテープを聞く
ことを婆"*し.そのナンセンスぶ りを確認して楽しむ。
②お話づくり
ここでは.ひとり の子が自分からお話がしたいといっ
てその子のオリジナルな話をつくることをいう。第3固
で最年長の女のチがはじめてから，さまざまなレベルの
穏を.全員が何回か試みている。毎回やりたがる子もい
れば， 1年以上たってはじめた子い、丸「やってみるり
と誘って L成功せず，だれかがはじめると，それに触発さ
れて.われむわれもと絞〈。
最年長のY子{ま最初のころから，既成の話をヒントに
しながら.そニにとどまることなく自分の話を語る。は
じめは.短い羅列砲の話をしていたが，起承転結がつけ
られるようになり ， 1年たつと，金持ちと貧乏人，にぎ
やかな家ときびしい家といったコントラストをつけたか
なり長い話を跨るようになった。「聞き手の登場する必話」
が終るのを待ちかねるように，自分の話をはじめる。
(Y子のつくったお昔前
おかあさんとおとうさんカfおったけどな，おかあさ
ん.ぜんぜんあかちゃんうめへんかつてん。おとうさ
ん，rどうしてあかちゃんうめへんのかいなあjいうて
ん。はんならな.ちょっとおなかがふくれて， rやっと
あかちゃんがうまれるんだJいうてん。ぴょういんいつ
'l: 
(8) 
学
てうんだらな.あのな. うちゅうじんがでてきてん。
はんでな，おかあさんびっくりして，そのあかちゃん
すててしもてん。ほんて・な，そのおかあさん.けいさ
つにつかまってん。はんでな"けいさつにころされて
ん。はんでな，おとうさ ん，かいしゃにいかなあかん
のにな.い くきないからな， じぶんもしのとおもて，
しんでん。
(聞き手の方から.r宇宙人の子.警察やっつけにけえ
へんの?Jとつづきを要求する戸がでたが.ここで終っ
てしまった。)
もう l人.rおばちゃんjのひざを長時間独占して，人
を押しのけてでも.自分の話を語ろうとする強力な総リ
手カ川、た。 4歳のN子である。みんなが文句をいうと，
かたっI!しから登場人物として話の中に入れ，長々と語
る。したがって完結性は高くはないのだが，跨り口もリ
ズムもあり，さぐりさぐりしながら.何とか話らしいも
のにまとめあげる。
この種のお話づくりには，子どもによって自然に「既
成のお昔話を批判的に継承Jしていく面がみられるが. Y子
の~5にみられるよヲに，死のテーマが再生という完結に導
びかれず.そのままに終ってしまうような場合， そのまま
にしていていいのだろうかという課題が残った。
③絵本づく り
グループ全体が生き生きと動き，活動の終ったあとの
満足感が深いのは絵本づくりであった。あらかじめ2時
間がとれるよ うに時間を調節しておく。画用紙をホ yチ
キスでとめた簡単なもので. 6ページか8ページのもの
からはじめた。中味については何の指示もしない(絵だけの
絵本でもよいとはル、った。)最初から自分のプランをもち
それに没頭する子と.他の子の様子をみてまわってヒント
を得ながらつくる子(2. 3人)にわかれる。女の子の全
員が「かわいい女の子Jを主人公とする絵本をつくった。
男の(-L~. 男の子，動物，ロケ ットとわかれた。
4歳児の集中皮の高さにはうたれた。 1時間i以k打ち
こんでいた子は，できあがると深いため息をついていた。
ストーリーは，単純で，それぞれのページに 1つのセン
テンスが多い。
5歳児はばらつきがあり，あっというまにあらい絵を
かいて，次から次へと試みるタイプの子と. 1ページ 1
ページにたっぷり時間をかける子がいた。
小学生組は，内容も完成度も高い本裕的な絵本に近い
ものカeできた。
3回の試みで共通していたよとは，つくる絵本の内容
にそれはどの変化がないこと，全貝がそれぞれの方法で
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楽しんでいること， 日ごろ考えたリいったりしているテ
-7が色波〈出ていることである。
〔例 1) rどうぶつJ ( 5歳男)
( 1ペーシ)あるひ. うまがしょんべんし ました。もう
いっびきのうまはうんこをしました。
( 2ページ)あるひ，2ひきのいぬがおしっこをしまし
た。もうい っぴきはうんこをしました。(以下略)
グループ活動の中で.いつも「うんこHおしつ こJを出
してきて冗談をいい，ひとり喜んでいることが多い子で
ある。
〔例 2)rひとがしんだJ(字がない絵本で読でくれる。
4歳女)
( 1ページ)このひとがね.あるいていたらね，
( 2ページ)たおれてね. くるまにひかれてね，
( 3ベー シ)このこが見つけてね.もうひとリよんでき
てんけど， しんだ。
(ñ~ と太陽のむと，人が交通事故で死んでいく絵本
である。Jtiの恐しさをたたきこまれているのだろうが.
どれだけの不安や圧迫感をもっているのだろうか。気に
なる点て'ある。)
他の活動に|刻しては，最初全〈考慮 していなかったの
であるが.チどもたちの新鮮な受容能力と，生き生きし
た反応.強い表:fJl.:Q:欲にひきづられて，自然に出てきて
しまったものである。「おばちゃんJといういわば無責任
で自由な立場にあったことが.子どもたちを気楽に参加
させ.解絞し ていったのであろう。こ ちらが受身にかか
わった活動であったため.十分にfさき手の登場するお話」
との関連を深めることができなかったが，お話が投げか
けた波紋として他の活動がでてきたのは確かである。
「聞き手 の登場するお話jの意義
われわれは「聞き手の登場するお話jの意義について.
7つの仮説をたてた。以下それぞれについて与一察してみ
たい。
1.専門的なお絡の知織とテクニッ クをと くに必要と
しない
一般に「お話」といえば，民話とか創作童話とかを話し
てきかせることだという固定鋭念が強しそうした「お
話」を忘れてしまったり，手もとに本がなかったりすると.
どうしてもこうした「お話」はできなくなってしまう。だ
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からつい，テレビなどをみせてごまかしてしまうという
ことになリやすい。それに対してf聞き手の登場するお話J
1;1.自の前にいる聞き手を登場させ，その聞き手と共にお
話をつくっていくのであるから，聞き手さえそばにいれ
ば，いつでもどこでもできるのである。むろんそのt必合.
一切の知識とテ7ニックが無用というわけではない。た
とえば.お話づくりをおこなうきっかけとして.既成の
お話をいくつか匁l っていれば， そのお話の~場人物の 1
人として聞き手を参加lさせるといった形で.谷易にお話
づくりができるであろう。しかしそうしたことは「専門
的なお2活の知識とテクニ yク」というほどのものではな
い。お3首の芸術的な価値よりも.どれだけ聞き手がお話
を楽しめるかが，われわれにとって重要なところだから
である。その意味では.われわれの笑践は成功したとい
える.
2.こと1や鉱すことへの興味を育てることができる
この仮説は，お話づくリがあくまでも一方的になされ
るものではなし話し手 と開き手の対等の立場における
共同作業として成立している， という前提の上にたってい
る。すなわちそこでは，さま ざまなタブーから解放され.
何をいっても許されるという自己表現の自由があり.自
由であるがゆえの楽しさがある。そしてそれが相手に受
けいれられ.相手からも反応があっ.ともに心がi必じあ
うという喜びをうみだす。そうした対話のなかでこそ.
チどもは絡すことの楽しさや，単なる記号としてのこと
ばをこえた生きたことばを学ぴとるであろう 。われわ
れの笑践でも.綾子をはじめとするさまざまな人間関係
の中で，ラポーJレが成立している場合に，特にこの敏の
』昔話を好み.それを糸口に自己を表現する3ヰぴを見出し
ていくという ことが確認された。(r聞き手の登場するお
話』になじめない子Jの項を参照)
また，対話における能動性ti，子どもたちに.自己の
~:ぶをできるだけ正確に伝えようとする努力をうみださ
せる。われわれの実践例でいえば，次のような 3.j"11ヵ
月の男の子のお話に，そのことは明瞭にあらわれている。
あのね.のよひとくんが ーーのぷひとくんと.とし
きくんが一一ケンカしました。の，l;にとくん(を)とし
きくんが.ほんでなぐったので，の_.).;ひとくんが泣き
一泣かん.泣かんでーーはいで，のぷひとくんにポ
クが「ポクのおうちきたらどう?Jっていうて(うちへ)
はいりました。アメに一一一アメあlずたから一一アメあ
げてから，おうちかえって，おわり 。
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3.子どもの理解を深めることができる
2の前提にたてば. 3はおのずから導かれる.すなわ
ち，お話づくりに子どもたちが積極的に関与するなかで，
子どもたちは自己を自由に表現し.その内容をとおして，
われわれは子どもを理解することができるのである。 ま
た，大人と子どもの共同作業は， この場合，命令服従型で
はなし対等平等におこなわれるから，両者の率直な発
言は.当然ある商においてズレを生じることがある。た
とえば，大人はストーリーの論理的整合性や時間的順次
性に気をとられるのに対し.子どもたちはそうしたもの
を時として無視しようとする。また.ことばに対するイ
メージなども.われわれの実践において，大人と子ども
では異なることが多かった。そうしたズレを認識するこ
とが. とりもなをさず子どもの住む世界を理解するてが
かりとなる。
4.既成のお話を批判的に縦承するニとができる
既成のお話.すなわち民穏や車IJ作童話といわれるもの
は，大なり小なりそれがつくられた時代や社会の価値観
や世界観を反映している。たとえば，江戸時代から明治
時代にかけて普及したお話のなかには.i仇討ちJi.l恩が
えしJi自己犠牲的孝行Jといった，偶数倫理にそめぬか
れた道徳的行為が主要テーマになっているものが多い。
また，男の子IH強したくましくJ.女の子は「やさし
く. しおらしく」といった型にはめるお話も少なくない。
そうした既成のものの見方や考・え方を，話し手が無批判l
に受けいれ.これを聞き手に強制するのでなしこうし
たお話を利用しながらも， とりわけ聞き手の1ま見や主張
をとり入れながら，自由にっくりかえていくことができ
るのが，われわれのお話づくりの特徴である。
5.想像力を刺激し，創造の喜びを与えることができ
る
「お話づくり」はひとつの創造活動であり，創造のため
には，豊かな想像力を必要とする。聞き手の子どもが自
分の登場するお話をつくることに参加することによって，
子どもたちの想像力は活発に活動する場を与えられるで
あろう。むろん，幼児の場合， 日常経験を再生する再生
的想像活動や，欲求，願望を架空の次元において実現し
ようとする空想活動は可能でも，それら 1;1いずれも断片
的，印象的にとどまり，他者の了解を可能にする仮定的
秩序意識も弱い。したがって，子どもの想像カがただち
に創造力につながるかどうかは速断できないが，目前に
存在しないものをありあOとイメージ化でき，それを言
語や行動をとおして表現するお話づくりは，たとえ稚拙
重
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であっても「ぼくにもお話がつくれた.'J iぽくも出てく
るんだ 1Jという創造の喜びとなって.子どもに深い印象
を与える。そのことは.われわれの実践において， くり
かえし認められた。
6.聞き手と結し手の親密な，そして，生き生きとし
た人間関係を成立させるニとができる
既成のお話を一方的に伝達するだけならば，いわゆる
上意下達式の封建的人間関係や，不特定多数を相手とす
るマスコミュニケーションの匿名性の中においても可能
であろう。しかし，われわれのお話づくり を索直に実践
しよう とすれば，どうしても許容的な雰囲気と，聞き手
の人格をトータ Jレに尊重するという態度が要求きれる。
(第2の意義を参照) たとえばわれわれの実践において.
聞き手の子どもがお母さん役になったり，話し手が子ど
も役になったりして相互の役割を交換し，互いの理解を
深めるという，役割演技の手法を導入したり，生活経験
を話題として文化の共有感覚を深める等，親密な人間関
係を成立させるためのさまざまな工夫が，故意的という
よりは，ご く自然に重ねられたが.そ ういうこ とが可能
になったのは，まさにわれわれのお話づくりの性格によ
るものと恩われる。そしてなによりも重要なことは.子
どもが自分の活践するお話をいっしょにつくってもらう
ことによって，親からの愛情や親しみを感じとり，ふだ
ん忙しさにかまけて，子どもにゆっくり接するこ とので
きなかった大人自身も.特別の単備も必要とせず，お路
づくりによって，随時子どもと楽しいひとときをすごす
ことができたという点にある。
7.子どもの自我の欲求を充足させることができる
この仮説については，次の4つの内容が考えられる。
①自分の存在を認められたいという存在感の充足。
②現実ではみたされない願望の充足。
③抑圧された感情の解放。
④お話のなかで「死Ji病気Jなどの恐怖や不安にさ らさ
れ. しかもそれから解放されることによる，自己の
再硲認。
①は，まず子どもはお話のなかに登場することにより.
自分が注目きれているという喜びをおぼえるということ
をき している。そのうえ.超人的なカを発縛して悪者を
やっつけたり，機知をはたらかせて仲間の危機を救った
qというストーリーの展開にした場合.以下の例のよ う
に，子どもたちの「カへの欲求Jがおおいに充足された。
ドー ン.>マイクおじさんがドンドンドーンとやって
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b.ゃれんから(;7ジラにあたらないので，の意)しょ
うがないから……こんどポクがやると， ドビーンとね
らい，っきさきりました。みんなfゃったあ，ゃったあ
1 Jっていうてるけども， バイク おじさんは，ね，ゃれ
ないから.rわたしは， はずかしいよーJっていうて.
まっ背になりました。アハハハーー
②にI刻しては，自由なお話づくりのなかでならば，た
とえば魔法を使って.欲しいしの(日頃禁止されたり ，
買ってもらえないもの等)を手にいれるとか，お姫さまに
なったり，ロ険旅行に出たりするなど，子どもらしい空
想が存分に楽しめるということをff.昧 している。
③については.次の例が参考になる。
(話し手の大人，ょしてるの登場する絵本を作って読
んでやる)。
「ある日のこと.ょ してるくんは，オモチャづくりを
していました。…一 すーるとそこへ 1びきのかいじゅう
があらわれました。ょしてるくんのつくっているオモ
チャをみると.rおい，ょしてる.そのじどうしゃよこ
せ 1J (中略)そこで，ょしてるくんは，そのじどうしゃ
にのって， とびかかっていった。『なにをつ'このやろ
うlJ一一.J 
(ょしてるHあっ，血や，血出た。……血やで， も
っともっと，血や. J(Jlや，血や一一」
( tM~脅して.亦の 7 レヨンで怪獣から血を流させる。)
~は， このお穏をつくったころ，彼の)èが骨折し. f号
税はその看病に追われて，ょしてる君をかまってやるこ
とができなかった。彼は，母を兄にとられたような.さ
びしさとやりぱのない怒リの感情から.無意議的に兄を
怪獣にしたててやっつけたのである。(それ以前から彼は，
自分より兄の方がかわいがられていることに不満をいだ
いていた。)
図ー 1，ょしてるが血を播きこんだ絵本
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@は， 自己の存在をおびやかされるfこわい思い」を.
お話をとおして仮設的に体験することにより，いわば限
界状況における自己の存在を確認することができるので
はないかということである。この自己の石室認があるゆえ
に.r危機一発Jとか「絶対絶命jといった場面を設定すれ
ばするほど，子どむたちは手に汗にき.りながら，お話に
のってくるのではないだろうか。むろんその場合，あく
までもお話の結末においては緊張から解放される満足感
を伴っていなければならないであろう。それは現実の自
己を再縦認するために も必要なことである。ただしニの
仮鋭は，われわれの実践において十分に硲認、されたとは
いえない。
以上.r聞き手の登場するお話」の意義に関して 7つの
仮説をあげ，われわれの笑践に即してそれぞれについて
考察した。むろんこれらの仮説の中には，厳密な検証に
なじまないものも含まれており， どニまでこの槌のお話
の窓主主としてゑ認できるかは，議論の分かれるところで
あろう。しかし全体として，われわれのお話づくりの意
義は.実践をとおして確認されたといってよいのではな
いだろうか。
今後の課題
「お話をする」というごく人間らしし自然な行r、)b. 
うつかっしているとテレビや絵本にその座を苦手われ， そ
の土地のことばを使い，自分の肉声で語るという機会を
失いがちな今日である。われわれは. 2年余のささやか
な試みを通して.r聞き手の登場するお話Jは. このよう
な傾向を完服して.さまざまな場で大人と子どものふれ
あいを副彼L..また，子ど Lたちに生き生きとした創造
の符ぴを味わわせるための有力な手段となリうると硲倍
するようにな った。 しかし，今後まだまだ取り組まねば
ならない課題L多い。
ひとリの子どもの成長発達と個性に十分あうようなプ
ロタラムが作れるかどうか。学令期に達した子どもに L
ヰ~'1j)Jかどうか。成長過程でこの種のお話を拒否する時期
がみられるが，それはなぜか。お話の類宅1化をもっと十
分にできないだろうか。昔話をチェックして現代に受It
つぐ )j法はどうなのか。対等の人間関係が必要であると
すれば.グループやかなりの人数を対象とするとき， ど
こまで可能か。父と子，母と子，そして集団教育の場で.
それぞれどこまで非権威主義的な態度がとれるだろう
かー一等々である。
上記にもまして，われわれが共通していきあた ったぷ
題は.お話をどう作るのかというテクニ ックの閉館では
なく，話し手として大人自身れ子どもととむに成長し.
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自己変革をとげていけるかどうかということであった。
昔話し手の人間性が関われ.理解力や洞察力が要求される
のであった。子どもと対等の関係に立つために，話し手ー
が率直になり，自由な気もちに主 1)，時には自分をさら
け出す覚悟も必要となった。
当初は「聞き手の主主場するお話」の試みが，話し手の大
人にと ってそれはどの意味をもっとは考えてもみなかっ
たが.実のところ.お話づく りには，自分の人生観や価
他絞めすべてが反映されることに気づいていったのであ
る。今後も意欲的に取り組みたいと考えるゆえんである。
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Summary 
Story.telling has been one of the natural ways for adults剖 dchildren to communicate with each other. 80th 
-adults and children一haveenjoyed it very much. But with the development of mechanical equipment such as 
T. V.， stereo， radio， etc. we sometimes forget about man.to.man communication. We need to consider and re.gain this 
art and find the time and place to tel stories 
We formed a smal project to make stories that everybody can巴asilytel. Originaly we got the idea from an experi. 
ment by A. S. Neil. The main points of our method are (i) the listener (child) appears in the story as the main character， 
and (u) the listener himself participates in making the story. We tried to make various stories with v凹 ous
combinations of human relations 
We have found many varied meanings througn the process of story making. The results of our practice are as follows: 
1. Adults don't need any professional knowledge or technique to tel stories 
2. Children can develop their interests in language and speech 
3. Adults can understand children more through their reactions 
4. Adults can critically hand down traditional stories after checking the morals therein 
5. Adults can stimulate children's imagination and give them joy for creation 
6. 80th -story.teler and listener -c加 makean intimate and vivid human relationship 
7. Children can satisfy their ego instincts or wish to be oneself 
Through this project， we， as adults， are required to change our sti仔attitudesand become more日exiblepersons. 
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